
群馬工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 分析化学
科目基礎情報
科目番号 3K016 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材
教科書：加藤 正直ら，物質工学入門シリーズ基礎からわかる分析化学，森北出版
参考書：浅田 誠一ら，図解とフローチャートによる定量分析，技報堂出版
参考書：奥谷 忠雄ら，基礎教育分析化学，東京教学社

担当教員 和田 善成
到達目標
□ 酸塩基の電離平衡について理解し，それらの水溶液のpHの計算ができる。
□ 錯生成平衡および錯生成定数について理解する。
□ 酸化還元の概念，酸化還元平衡などについて理解する。
□ 酸塩基平衡，錯生成平衡，酸化還元平衡，沈殿平衡に基づく容量分析の方法を理解し，関連する計算ができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
酸塩基の電離平衡についてよく理
解し，それらの水溶液のpHの計算
ができる。

酸塩基の電離平衡について理解し
，それらの水溶液のpHの計算がで
きる。

酸塩基水溶液のpH計算ができない
。

評価項目2 錯生成平衡および錯生成定数につ
いてよく理解している。

錯生成平衡および錯生成定数につ
いて理解している。

錯生成平衡について理解していな
い。

評価項目3 酸化還元の概念，酸化還元平衡に
ついてよく理解し，説明できる。

酸化還元の概念，酸化還元平衡等
について理解し，説明できる。 酸化還元の概念が説明できない。

評価目標4
酸塩基平衡，錯生成平衡，酸化還
元平衡，沈殿平衡に基づく容量分
析の方法をよく理解し，計算でき
る。

酸塩基平衡，錯生成平衡，酸化還
元平衡に基づく容量分析の方法を
程度理解し，計算できる。

酸塩基平衡，錯生成平衡，酸化還
元平衡に基づく容量分析のについ
ての計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
準学士課程 B-2
教育方法等

概要
物質の成分を定性的，定量的に分析する際に必要な知識を理解し，分析を行うための前処理法、分析方法を提案できる
ことを目的とする。
基礎となる部分については，説明後に演習問題を解きながら解説する。

授業の進め方・方法 到達目標達成のため，授業概要に沿って行う。

注意点 本科目は学習単位なので，授業時間30時間に加えて自学自習時間（60時間）が授業の前後に必要となります。
具体的な学修内容は授業時間に説明します。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 分析データの取扱い：有効数字，誤差，標準偏差
分析化学の基礎(1)：濃度の表し方

有効数字と数値の取り扱いについて復習する。
種々の濃度の表し方について復習する。

2週 分析化学の基礎(2)：平衡，平衡の移動，平衡定数 化学平衡および平衡の移動について説明できる。
濃度平衡定数を式で表現できる。

3週 酸塩基平衡(1)：水の自己解離，pH，強酸/強塩基の電
離平衡

酸塩基の各種定義，水の自己解離，pHについて理解す
る。
強酸/強塩基の電離平衡とそれらの水溶液のpH計算に
ついて理解する。

4週 酸塩基平衡(2)：弱酸/弱塩基の電離平衡，解離定数
，塩の加水分解，緩衝溶液

弱酸/弱塩基の電離平衡とそれらの水溶液のpHの計算
について理解する。
緩衝溶液について説明できる。

5週 中和滴定：中和滴定曲線，酸塩基指示薬
中和反応を利用した定量分析法について理解する。
中和滴定の実用例や理論，計算方法について理解する
。

6週 錯生成平衡：キレート配位子，錯体の生成，錯生成定
数 錯体の生成および錯生成定数について理解する。

7週 キレート滴定：キレート試薬，キレート滴定
錯生成反応を利用した定量分析法について理解する。
キレート滴定の実用例や理論，計算方法について理解
する。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 酸化還元平衡：酸化還元，イオン化傾向，酸化還元電
位

酸化還元の概念，酸化還元平衡等について説明できる
。

10週 酸化還元滴定：酸化還元滴定指示薬，電位差滴定
酸化還元反応を利用した定量分析法について理解する
。
酸化還元滴定の実用例や，計算方法について理解する
。

11週 沈殿平衡：溶解度積，イオンの系統分析 沈殿平衡と溶解度積について説明できる。
イオンの系統分析について説明できる。

12週 分別沈殿と沈殿滴定：銀滴定，沈殿滴定指示薬，沈殿
生成

沈殿による物質の分離方法について理解している。
代表的な沈殿滴定の例について知る。



13週 溶媒抽出法とイオン交換法：分配平衡，イオン交換平
衡，イオン交換樹脂

イオン交換による分離方法についての概略を説明でき
る。
溶媒抽出を利用した分析法について説明できる。

14週 機器分析：吸光度法，無機物に対する機器分析法 無機物に関する代表的な分析法等を知る。
吸光度分析について説明できる。

15週 定期試験（後期末試験）
16週 試験答案返却と解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野

分析化学

いくつかの代表的な陽イオンや陰イオンの定性分析のための化学
反応について理解できる。 4

電離平衡と活量について理解し、物質量に関する計算ができる。 4
溶解度・溶解度積について理解し必要な計算ができる。 4
沈殿による物質の分離方法について理解し、化学量論から沈殿量
の計算ができる。 4

強酸、強塩基および弱酸、弱塩基についての各種平衡について説
明できる。 4

強酸、強塩基、弱酸、弱塩基、弱酸の塩、弱塩基の塩のpHの計
算ができる。 4

緩衝溶液とpHの関係について説明できる。 4
錯体の生成について説明できる。 4
陽イオンや陰イオンの関係した化学反応について理解し、溶液中
の物質の濃度計算(定量計算)ができる。 4

中和滴定についての原理を理解し、酸及び塩基濃度の計算ができ
る。 4

酸化還元滴定についての原理を理解し、酸化剤及び還元剤の濃度
計算ができる。 4

キレート滴定についての原理を理解し、金属イオンの濃度計算が
できる。 4

光吸収について理解し、代表的な分析方法について説明できる。 4
Lambert-Beerの法則に基づく計算をすることができる。 4
イオン交換による分離方法についての概略を説明できる。 4
溶媒抽出を利用した分析法について説明できる。 4
無機および有機物に関する代表的な構造分析、定性、定量分析法
等を理解している。 4

クロマトグラフィーの理論と代表的な分析方法を理解している。 4
化学工学 SI単位への単位換算ができる。 4

評価割合
試験 課題等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 40 10 0 0 0 0 50
専門的能力 40 10 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


